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研究成果概要 
本研究では、KAGRA における重力波探索のために、データ解析の研究と、観測データ

を取り込み、転送・保管して解析に用いるためのシステムの開発をおこなった。 
KAGRA は一般相対論の予言する重力波を検出するためのレーザー干渉計型重力波検出

器であり、観測周波数帯域は 10Hz ~ 数 kHz の範囲である。したがって、検出をめざす

主たる重力波源は、超新星やコンパクト連星合体などの天体現象となる。 
 
(1) 主要な重力波源からの重力波イベントについてのデータ解析の研究 
連星合体重力波から連星のパラメーター（質量、距離、起動傾斜角など）を精度よく決

めるための研究や、宇宙初期に掲載された第３世代星(Pop-III)起源のブラックホール連

星からの重力波の検出の定量的な検討なども行われた。また超新星爆発からの重力波と

ニュートリノを同時に用いて、爆発のダイナミクスを解明するための解析も検討された。 
 
(2) ソフトウエアとハードウエア両面について解析システム検討 
KAGRA においては、コンパクト連星合体(中性子星連星、ブラックホール連星)、 
超新星爆発、パルサーなどを起源とする重力波が探索解析の対象となる。 
ソフトウエア面では、H26 年度はコンパ クト連星合体、バースト重力波、 
連続波についての「パイプライン」開発が進んだ。 
ハードウエア面では、KAGRA 本体の設置された坑内と地表の短い待ち時間での重力波

探索を安定して行うことを想定し、研究代表者らの機関で導入したクラスタ計算機（予

算など本研究とは別）と神岡における KAGRA のデータ転送システムを仮想ネットワー

クで接続した。 



 
(3) KAGRA 用データ転送・保管系の構築作業（実機でのソフトウエア開発、試験など） 
短時間であるがデータ転送試験を行い、raw データレート(20MB/s)、ファイル生成タイ

ミング(16sec 毎)についての要求を満たした。 
 
(4) 海外実験とのデータ交換についての技術的問題の解決 
イベントアラートの方式などについて、米国 LIGO 実験ほかと情報交換を進めた。 
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